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1. 病理専門医」資格の広告について

社団法人日本病理学会は，平成15年 2月 24日付で，厚

生労働省から「専門医資格認定団体」として認められまし

た。このことにより，本学会の認定する「病理専門医」資

格について，平成15年 2月 24日から広く社会一般に広告

することが可能となりました。

例>

○○○○病院

日本病理学会認定 病理専門医

医師 ○○○○（氏名）

日本病理学会としても，このような病理専門医の広告が，

医療を受ける患者サイドにとって病院の正しい機能表示と

なるよう活動を続け，さらに専門医制度の充実に努めます。

この「広告」のできるのは，本学会ホームページで名前

が公開されている専門医です。

なお，正式な発表につきましては，下記厚生労働省のホー

ムページをご参照ください。

医療に関する広告が可能となった医師等の専門性に関す

る資格名等について

(http://www.mhlw.go.jp/topics/2003/02/tp0224-1.html）

2. 学術委員会報告

2月 21日の学術委員会で，平成15年度秋期特別総会の

A演説，B演説を決定しました。それぞれ25題，8題の応

募があり，以下のとおり10題，4題が採用となりました。

A演説（応募順）

1. 肺癌における細胞 lineageの意義 :谷田部 恭（愛

知県がんセンター遺伝子病理診断部）

2. 早老症Werner症候群における発がんと分子疫学 :

石川 雄一（《財》癌研究会癌研究所病理部）

3. 糖尿病網膜症における眼内血管新生病変形成の分子

機構―組織低酸素状態の病態への関与― :

池田 栄二（慶應義塾大学医学部病理学教室）

4. 消化管粘膜上皮再生修復における肝細胞増殖因子活

性化関連蛋白の役割 :伊藤 浩史（宮崎医科大学病

理学第2講座）

5. 新規マスト細胞接着分子SgIGSFの単離とそのマ

スト細胞の生存における役割 :伊藤 彰彦（大阪大

学大学院医学系研究科病理病態学）

6. Epstein-Barr virus関連胃癌における癌化機構の解

析 :鄭 子文（東京大学大学院医学系研究科人体

病理学分野）

7. ほ乳類の老化遅延，寿命延長機構 :GH-IGF-1抑制

とカロリー制限の相違 :下川 功（長崎大学大学

院医歯薬学総合研究科医療科学専攻病態解析制御

学）

8. EBウイルスによるシェーグレン症候群発症機構の

検討 :斎藤 一郎（鶴見大学歯学部口腔病理学講座）

9. 膵芽腫及び solid-pseudopapillary neoplasmの組

織学的・分子生物学的新知見 :田中 祐吉（神奈川

県立こども医療センター病理科）

10. 癌の転移におけるValosin-containing  protein

(VCP）の役割 :冨田 裕彦（大阪大学大学院医学系

研究科病理病態学講座）

B演説（応募順）

1. 多発性GIST3家系の病理学的解析 :廣田 誠一

（大阪大学医学部附属病院病理部) 北村 幸彦

2. 良性脊策細胞腫:脊策細胞由来腫瘍の疾患概念の考

察 :山口 岳彦（獨協医科大学越谷病院病理部）

3. 前立腺性酸性ファスファターゼは Intravascular
 

Iymphomaの 腫瘍マーカーとなりうるか :関

邦彦（虎の門病院病理部) 李 康弘 松下 央

谷口 浩和

4. 肺原発印環細胞癌の臨床病理学的解析 :蔦 幸治

（国立がんセンター東病院 臨床検査部病理検査室)

石井源一郎 児玉 哲郎 落合 淳志
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3. 選挙結果について

病理専門医制度運営委員会および口腔病理専門医制度運

営委員会の学術評議員委員（平成15～16年度）につきまし

て選挙（学術評議員による郵便投票）を実施した結果，下

記のとおり選出されましたので，お知らせいたします。

(1) 病理専門医制度運営委員会 :4名（ABC順）

橋本 洋

黒田 誠

清水 道生

田村 浩一

(2) 口腔病理専門医制度運営委員会 :3名（ABC順）

小宮山一雄

武田 泰典

山本 浩嗣

4. 関東支部夏期病理診断セミナーのご案内について

関東支部夏期病理診断セミナーが下記の通り開催されま

す。奮ってご参加ください。

記

日 時 :7月 19 日（土) 13:00-19 :30
 

7月 20日（日) 9 :00-12:40

場 所 :埼玉医科大学総合医療センター

世話人 :糸山 進次（埼玉医科大学総合医療センター病

理）

対 象 :(社）日本病理学会関東支部会員

募集人員 :40名（申し込み順，40名を越える場合は各施

設1名とします）

テーマ :骨髄組織標本の見方

内 容 :血液疾患の概略，塗沫標本の見方，組織切片の

基本的見方，白血病，リンパ腫，骨髄異形成症

候群，骨髄増殖疾患群，巨核球の異常など

講 師 :堀田 知光先生 東海大学医学部内科学系血

液･腫瘍･リウマチ内科学教授

定平 吉都先生 川崎医科大学病理学教授

伊藤 雅文先生 名古屋大学病理部助教授

根本 啓一先生 新潟県立癌センター病院病理

部部長

茅野 秀一先生 埼玉医科大学病理学助教授

糸山 進次先生 埼玉医科大学総合医療セン

ター病理学教授

受講料 :20,000円（含む ハンドアウト）

懇親会費 :川越第一ホテル 海鮮処 光太夫 5,000円

宿泊料 :JR東武東上線川越駅徒歩3分

川越第一ホテル 10,000円（一泊一食，送迎付

き，宿泊についてはセミナー事務局で取り扱い

ます）

問い合わせ先 :

事務局

〒350-8550 埼玉県川越市鴨田1981-1

埼玉医科大学総合医療センター病理部

黒田 一

TEL & FAX:049-228-3522
 

E-mail:hajime＠saitama-med.ac.jp

 

5. Surgical Pathology Update 2003参加者募集

日 時 :2003年 6月 20日（金）から22日（日）

場 所 :湘南国際村センター（神奈川県三浦郡葉山町）

テーマ :

子宮体頸部腫瘍と軟部腫瘍」，Faculty:Steven G.

Si1verberg教授（Mary1and大学)，Christopher D.M.

Fletcher教授（Harvard大学），橋本 洋教授（産業医科

大学），森谷卓也助教授（東北大学）。

参加希望者は，SPU 2003参加希望，氏名（英語も），年

齢，性別，所属（英語も）

連絡先（住所，電話，FAX,e-mail):IAP日本支部会員

か非会員を明記の上，ファックスかe-mailで申し込みを。

FAX:042-996-5193I
 

IAP日本支部常任幹事 :松原 修 (防衛医科大学校）宛

E-mail:matubara＠cc.ndmc.ac.jp

お知らせ

1. 神奈川科学技術アカデミー平成 15年度研究助成の

募集について

申込み締切り :平成 15年 4月 10日

連絡先 :(財)神奈川科学技術アカデミー教育交流部交

流普及課

〒213-0012 川崎市高津区坂戸3-2-1
 

TEL:044-819-2032 FAX:044-819-2097

 

2. 第 17回先端技術大賞」の募集について

申込み締切り :平成 15年 4月 11日

連絡先 :日本工業新聞社先端技術大賞事務局

〒100-8125 千代田区大手町1-7-2
 

TEL:03-3273-6102 FAX:03-3273-6124
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